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さあ、皆さんも一緒に男女共同参画社会を目指しませんか。
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『オカアサンハヤスメ』と言う言葉、既に色々なところでメディア化され
ていますので、知っている人も多いと思います。確かにあの記事をそのま
ま受け取れば、お母さんが楽をするとこどもは病気になるという印象を受
けてしまいますね。非難されるべきは母親の姿勢ということなのでしょう
か？より多くの人が共感する書き方をするのがメディアだとすれば、母親

のほうをクローズアップするのも当然かもしれません。しかし、今回の記事では『オカアサンハ
ヤスメ』の文字が一人歩きをして、本当に考えなければいけない『子どもの食生活と生活習慣病
の因果関係』というテーマを正しく理解した人が果たしてどのくらいいるのでしょうか？実はこ
の裏にもジェンダーが隠されています。家事全般は女性の仕事、子育ても料理も家族の健康管理
も男性を支える影の仕事として完璧に行うことが当たり前とされてきました。しかし、家の中の
仕事は、社会的にも金銭的にも評価こそされませんが、知恵も体力も必要とするオールマイティ
な労働です。毎日の料理にしても、限られた予算の中から材料を買い栄養士さながら家族の健康
や好みを考え、献立をたてて調理をする。３６５日続く大変な作業です。これを｢女性の仕事と
して当たり前のことだ｣と片付けてしまう感覚こそが、私たちの中に染み付いているジェンダー
意識なのです。健康管理は生きていく上でとても大切なこと。ならば一人ひとりが自分の健康を
きちんと管理することこそが大切なのではないでしょうか。今回の話のように、私たちの周りに
ある様々な情報は、全てを鵜呑みにしていいことばかりではありません。何が正しくて、何を受
け入れるか、家族皆で話し合い「我が家のあり方」を作っていきたいですね。
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先生の言葉のように、私たちのころは生徒会長は男子、副会長は女
子と決まっていました。時代は変わったんだなあとつくづく感じた
方も多いのではないでしょうか。でも男の子と女の子、性別に関係
なく選択肢があるということはとてもいいことではないでしょうか。

小さいときからジェンダーにとらわれない生き方を学ぶことは子どもの可能性を広げ、ま
たそれを受け入れる社会を作ることになります。反対に男性が主、女性は副とあたりまえ
のように決まっていると、いつのまにか自分の生き方さえも『男だから・女だから』と性
別によってあり方を決めてしまうことになりかねません。私たちの時代にはそれが当たり
前でしたし、誰の中にもジェンダーはあります。でもこれからの時代をつくる子どもたち
にはジェンダーから解放されて自分らしく生きて欲しいですよね。そのために大切なのは
大人が自らの中にあるジェンダーに気づき、そのうえで子どもたちに何を伝えていくかと
いうことなのです。家庭でも学校でも、子どもと接するときには常にジェンダーに敏感な視
点を持って欲しいと思います。また楽しみながらジェンダーについて学ぶ、そんな機会を
作ってもいいのではないでしょうか。何を言っていいのかわからない、どう指導したらい
いのか教えてほしい、そんなときは「とよた男女共同参画センター」に相談してみるのも
いいでしょう。学校や家庭での話題づくりに役立つものがきっと見つかるはずです。



－ 10 －



－ 11 －



－ 12 －



－ 13 －

風邪をひいて寝込んでいるのに、どうして家事だけはやらないといけ
ないの？とか、子どもを連れて外食に行く夫に『私のご飯はどうなる
の？』と言いたかった言葉を飲み込んだ経験をされている女性は実は

多いのではないでしょうか？実はここにもジェンダーが潜んでいます。従来の社会では家事
は女性の役割、きちんとできて当たり前でした。だからこそ『当たり前のことさえできない
私が悪いのだ』と思い、夫に助けを求めることができないのです。実はこれ、男性も同じで
す。働いて、家族を支えて一人前、辛いことがあっても泣き言を言わず乗り越えるのがオト
コの生き方と耐えているのが現状でしょう。女性も男性も、これでは辛くなって当たり前で
すよね。本音はどうでしょうか？やっぱり、辛いときは正直に気持ちを伝えて支えあいたい
と思っているのではないでしょうか？しかし、今までそれが当たり前であればあるほど、お
互いの気持ちにはなかなか気がつけないものです。言葉にしなければ相手に気持ちは伝わら
ないもの、『私の仕事は私がしなくては』と思いつめるのではなく、肩の力を少し抜いて相
談してみれば案外すんなりと受け入れてくれるかもしれません。『どうせ言っても分かって
くれない』と思う前に、相手を信頼しているからこそ、正直に気持ちを伝えられる関係を作
っていきたいですね。
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男性の育児休暇取得、新聞や雑誌の記事になることはありますが、現
実にはまだまだめずらしいケースのようです。『内助の功』『出世の妨
げ』『会社の慣習』などと、かなり前時代的な言葉が会話の中にでて
きたことでお解りのように、男女雇用機会均等法の施行により、就業
環境は整備されてきたというものの、肝心の意識はそれほど変化して

いないのが現状です。やはり女性に期待されるのは、支え手としての役割なのでしょうか。
確かにそういう時代もありました。『ジェンダー』という社会的、文化的につくられた性差
によって、男として女としての生き方が決められていた時代は、外で活躍するのは男性、そ
の男性がつつがなく仕事に打ち込めるように家事労働は女性とされていました。しかし、今
回のように夫婦で育児休暇をとりたいと希望するケースは、男女共同参画社会が浸透すれば、
さらに増えていくことが想定されます。にもかかわらず男性の育児休暇取得を認められない
ということを続けていくとどうなるでしょうか。やはり個人の能力ややる気に関わらず、男
性には責任ある仕事を、女性にはそれなりの仕事を、と性別によって仕事の配分を変えてし
まうことになりかねません。また、男性も育児に関わる大切な機会を奪われることになって
しまいます。このような目に見えない差別をなくしていくことが重要なのです。男性と同じ
条件で採用した女性社員にも、仕事や研修のチャンスが平等に与えられ、子育てには夫婦が
協力できるように企業がサポートできる姿勢を大いに期待していきたいと思います。受け入
れ側としても最初は勇気がいるかもしれませんが、他の会社に先駆けて実践してみるのもい
いのではないでしょうか。
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豊田市の中には３００以上の自治区があり､区長さんを中心に活発な自
治区活動が行われ、また、担い手として女性の皆さんが活躍しているよ
うです。

但し､今回のように自治区の事業を企画したり、運営するメンバーの中に女性の参画は少ないよ
うです。お手伝い的な役割を女性に求めたり、そういうものなのだという漠然とした思い込みを
している人は案外多いのではないでしょうか？
今回の自治区では女性会、いわゆる従来の婦人会組織に相談し、役員の人選をお願いするという
ストーリーでした。男女共同参画社会が実現され男性も女性もともに地域社会に参画できるよう
になれば、「女性会」というように女性だけの団体は作らなくてもよくなるのかもしれません。
豊田市では、女性会を男女共同参画社会実現に向けて、女性が持てる力を発揮すること、いわゆ
るエンパワーメントの場として位置付けています。その場をきっかけとして、女性自身も社会に
眼を向け、積極的に取り組む姿勢が求められます。また、それを受け入れる男性の意識改革も重
要ですね。「女性だから、男性だからこれが得意」ではなく「あそこの○○さんはこれが得意、
こっちの△△さんはこれが得意」といったように一人ひとりの持てる力を地域で活かせるよう、
皆で話し合い、地域の共同参画を積極的に進めていきたいですね。
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ワリカンにしたいと思いながらもなかなか言い出せない、そんな経
験をもつ女性は結構いるのではないでしょうか。反対にいつも自分
が払うのはおかしいなあ、と感じている男性もいることでしょう。
デート代、これは意外と身近なジェンダーなのです。デート代くら

い出せないと男じゃない、そんなことを言う人もいますが、本当にそうでしょうか？普通は
デートとなれば男性が払うもの、なのにワリカンにしたいという言葉に二人の関係までもが
違って見えてしまう。言いかえれば、男性はこういうもの、女性はこういうものという思い
込みはそれほど強いものと言えます。
もう少し違う視点から見てみましょう。この「おごり、おごられる」関係とは何でしょうか。
おごる男性がおごられる女性に求めるものは何でしょうか？「おごる、おごられる」という
関係は潜在的に「支配する側とされる側」という関係に置き換えることができます。恋人同
士の頃はそれでよくても、一旦家庭に入り夫婦という関係になったとき、この「支配する、
される」という関係性が表面化することはよくあることなのです。お互いを信頼しあう対等
な関係でありたいと思う気持ちがあるならば、どちらか一方が常に支払う、のではなくワリ
カンもいいのではないでしょうか。こうしなくてはいけない、とか普通はこうだろう、とい
う言葉に惑わされることなく二人の関係を築いてほしいと思います。
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海外赴任に伴い妻が仕事を辞めてついていく、ということはよくき
く話ではないでしょうか。夫が海外に行くなら妻はついていくのは
当たり前、そう思う方もまだまだ沢山いますし、結婚し、家庭を持

つということが海外赴任の条件のように捉えられていることも、妻がついていくのは当たり
前という考えを後押ししているように思います。しかし、本当に女性はすんなりとその選択
をしているのでしょうか？男性は仕事を続けながら家庭や子どもを持つことを社会が認めて
くれています。しかし、女性はことあるごとに『結婚か仕事か』とか『仕事か家庭か』とい
う非常に大きな選択を迫られます。さらに、周りの人は女性ならば、結婚や家庭を選ぶもの
と思い込んでいます。これでは本当の意味で自分の人生を選択することはできませんね。
大切なことは、「これが当たり前だから」ではなくお互いを尊重しながら二人で話し合い、
結論を出していくというプロセスです。どちらかの人生にどちらかがくっついている、ので
はなくこれからの二人の人生を二人で作っていくことが大切なのです。そのためにも、夫な
らば、妻ならばではなく個人としての多様なあり方を認める社会づくりや企業のサポートが
必要ですね。
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今回の話に出てきたように、結婚し出産するという機会に女性は仕
事をやめ、家庭に入るということが一般的でした。しかし、中には
働き続けたくてもそれを受け入れる職場環境が整っていないために

やめざるを得なかった人もいるはずです。女性でも能力があり、責任をもって仕事を続けた
いと思う人はたくさんいます。その能力を活かすためには、まず環境を整えることが必要で
す。女性は出産という女性にしか備わっていない能力があり、たとえ働きたくても、一定期
間職場を離れなくてはなりません。しかし、産休や育児休暇を取得していても、現在の通信
技術をもってすれば、職場とコミュニケーションをとっていくことも決して不可能なことで
はありません。働きたいと希望する女性が長く働き続けられるように、育児休暇中にパソコ
ンを貸し出したり、企業内に託児所を設けたりする企業も見られるようになりました。男性
は人一倍仕事をし、女性はその補助をするのではなく、女性も男性も自分の能力を最大限活
かせるような職場が、どんどん増えていって欲しいと思います。会社側も頭を切り替えない
と、『いい人材がいない』のではなく、『いい人材が入ってこない』会社になってしまうかも
しれません。そうなる前に、あなたの職場を、もう一度見直してはいかがでしょうか？
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同じ職場の中でも、部下に対する上司の態度や指導が女性と男性と
では違う。このようなことはよくあるようですね。今回の話のよう
に、無意識のうちに対応を変えてしまっている、という人も多いで
しょう。しかし、女性は男性と同じように仕事をする能力が本当に

無いのでしょうか？ジョブトレーニングとは社員に業務を与え、適切に指導しながら経験を
積ませていくことをいいますが、トレーニング内容を性別によって変えていては、同じ結果
は出せません。従来は『責任ある仕事は男性に、女性は補助的な業務』と会社の中での女性
と男性の役割は、個人の能力に関わらず性別によってはっきり分かれていました。しかし、
社会の変化や、男女雇用機会均等法の施行にともない、女性も男性と等しく職業につき働く
ことができるようになりました。いいかえれば会社は性別に関係なく従業員を雇用すること
が法律で定められたということです。同じ条件で雇用したにもかかわらず、従来どおり女性
と男性の役割を分けているとしたら、女性は能力を発揮することができず、男性は今まで以
上に重い責任を負わされることになり、女性にとっても男性にとっても不利益なばかりか、
会社にとっても大きな損失なのでは？不況不況といわれる時代だからこそ、性別に関係なく
一人ひとりがその能力を生かせるような環境作りをして欲しいですね。



－ 38 －



－ 39 －



－ 40 －



い
っ
そ
の
こ
と 

蕎
麦
屋
で
も 

や
る
か
！ 

ふ
ふ
ふ
、
や
る
気
満
々
ね
。 

な
ん
だ
か
私
の
ほ
う
が 

置
い
て
い
か
れ
そ
う
。 

で
も
、
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
、 

第
二
の
人
生
私
も 

負
け
な
い
よ
う
に 

し
な
く
っ
ち
ゃ
。 

さ
、
そ
う
と
決
ま
れ
ば 

練
習
練
習
。 

あ
ら
、
お
蕎
麦 

だ
け
と
い
わ
ず
に 

い
ろ
ん
な
手
料
理
が 

食
べ
た
い
わ
ぁ
。 

－ 41 －

皆さんは『生活的自立』と言う言葉をご存知でしょうか？炊事・洗
濯・買物といった生きるために必要なことが自分でできるかどうか
ということを指す言葉です。これには自分の生活をよりよく生きる

ための情報を自分で見つけたり、自ら参加したりと言ったようなことも含まれます。簡単に
言えば、一人で生活ができて、かつ趣味や生きがいを持って生きられるかということですね。
一般的に男性はこの『生活的自立度』が低いといわれています。それはなぜでしょうか？答
えは簡単。やったことが無いからです。実はここにもジェンダーが深く関わっています。従
来の社会は「男は仕事・女は家庭」と性別によってその役割をはっきり分けてきたために一
生懸命仕事一途に頑張ってきた人ほど、この生活的自立度は低いといえます。退職後、自分
の生活能力の無さは深刻な問題となって本人に跳ね返ってきます。その結果として、家の中
に居場所が見つからない、何をしていいのかわからない、といった心の悩みを抱える人もい
ます。平均寿命は延び、退職後２０年は生きることになります。できれば健康でいきいきと
生活したいですね。最近は生涯学習の機会として、交流館などで開催される講座も夜間や土
日など仕事を持っている人でも参加できるものや男性が参加できるものがどんどん増えてい
ます。男性も現役時代から積極的に参加しておけば、きっと今回のように第二の人生を自分
らしく生きられると思います。




